
議第１０４号 

      土地改良事業計画の概要の策定について 

  次の土地改良事業の計画の概要を別紙のとおり定める。 

１ 事業名 災害復旧事業及び農地耕作条件改善事業 

２ 工 種 ほ場整備 

３ 地区名 安浦町市原地区 

     

     

     

（提案理由） 

 土地改良事業を行うに当たり，その計画の概要を定めるため，土地改良法第９６

条の２第２項の規定により，この案を提出する。 



（別 紙） 

 

 

土 地 改 良 事 業 計 画 概 要 書 

 

 

第１章 目的 

安浦町市原地区は水稲を中心とした営農を行う，区画狭小，未整備地域であったが，

平成３０年７月豪雨により，大規模な被害を受けた。 

復旧に当たっては，災害復旧事業と併せて農業の生産基盤である農地の区画形質の改

善，用排水路，道路整備，農地の集団化等を総合的に実施し，農地を機械の効率的な運

行と合理的な水管理を行い得る生産性の高い条件に整備することを目的とする。 

 

第２章 地域の所在及び現況 

１ 地域の所在及び地積                      

所 在 呉市安浦町大字中畑 

地 積 

（ha） 

田 畑 山林・原野 
５条７項 ５条６項 

計 
（※１） （※２） 

６．１ ０．２ ０．２ ０．４ ０．５ ７．４ 

（※１）５条７項：土地改良法第５条第７項に規定される，建築物の敷地，墓地，境

内地その他の農用地以外の土地（土地改良法第５条第６項に規定する土地を

除く。） 

（※２）５条６項：土地改良法第５条第６項に規定される，国有地又は国若しくは地

方公共団体が公用若しくは公共の用に供している土地  

２ 地域の現況 

(1) 地形 

本地区は，呉市の東部に位置し，標高は１３８メートルから２１８メートルで，

林道野路山線と市道内海市原線に隣接した，二級河川野呂川沿いに農地が展開して

いる。 

(2) 土壌及び土性 

林道野路山線沿いの土壌は黄褐色土，土壌型は粘土型，土性は粘質土である。 

また，市道内海市原線沿いの土壌は黄褐色土，土壌型はれき層れき質土壌全層砂

れき型，土性は砂れき質土である。 

(3) 気象 

瀬戸内海式気候で，温暖で降水量の少ない気候温和な地域である。 

年間平均気温１６．８度，年間降水量は１，５７７ミリメートルである。 

(4) 水利状況 

本地区は，用排兼用の土水路で井せき，渓流から取水し河川に自然排水している。 

水路は漏水が甚だしく，さらに田越しによる用排水が行われている。 

 



(5) 土地所有状況 

区  分 個人 市 国・県 計 

地 積 （ha） ６．９ ０．５ － ７．４ 

権利者 （人） ３０ １ － ３１ 

受益農家数（戸） １９ － － １９ 

(6) 地域環境の概況 

本地区は，ニホンアカガエル，トノサマガエル，アカハライモリ，ニホントカゲ，

コガネグモ，シャジクモ，イチョウウキゴケなどの生息が確認されているため，工

事の施工前から随時確認を行い，必要に応じて環境配慮対策を行う必要がある。 

 

第３章 基本計画 

１ 工事計画の内容  

地区名 工 種       数量及び規模 

安浦町市原地区 

整 地 工 ５．５ha 

道 路 工 L=１．５km W=４．０m 

用 水 路 工 L=０．７km KF２００㎜～３００㎜ 

排 水 路 工 
L=０．２km KF２００㎜～５００㎜  

DF１，０００㎜×１，０００㎜ 

用 排 水 工 
L=０．８km KF２００㎜～５００㎜  

DF１，０００㎜×１，０００㎜ 

暗渠排水工 A＝２．０ha 塩ﾋﾞ管φ５０mm～１２５mm 

  （L：長さ，W：幅，KF：角ﾌﾘｭｰﾑ，DF：大型排水ﾌﾘｭｰﾑ，A：面積，塩ﾋﾞ管：硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管，φ：内径） 

２ 環境配慮に係る計画 

施工中は，河川等へ汚濁水を流出させないよう河川汚濁防止工の施工により配慮を

行う。 

また，希少種指定されている動植物については，近隣する地区外への移動・移植を

検討している。 

 

第４章 工事又は管理の要領 

事業により創設される道路・水路で，呉市が取得する施設は，同市の規程により維持

管理を行う。 

 

第５章 換地計画の要領 

１ 換地計画樹立の必要性  

災害復旧事業（区画変更）及び農地耕作条件改善事業により基盤の整備を行い，も

って農用地の集団化を図ることから，公平適切な換地の配分，利害関係者の権利の帰

属及び公定のための換地計画を樹立する必要がある。 

 



２ 換地計画樹立の基本方針 

(1) 従前の地積の基準 

           換地交付の基準とする従前の土地の地積は，国土調査法（昭和２６年法律第１８

０号）による地籍調査に基づく登記が完了している土地にあっては，土地改良事業

計画決定の日の登記簿地積とする。      

(2) 農用地集団化の方法 

    区  分 

 

地区名 

地帯別，グル－プ 

別 団 地 の 指 定         

個 人 別 換 地 の 方 法             

位 置 の 選 択        
一戸当たり 

目標団地数 

区画けい畔 

の 取 扱 い 

安浦町市原地区              ブロック別集団化 母地集団化方式 
おおむね 

２団地 
移動けい畔 

(3) 非農用地換地の方法 

       区分 

地区名  
種 類    

非農用地区域        

の位置の概略        
面積（㎡） 換地の手法 

安浦町市原地区 
宅 地 おおむね従前の位置 ３，３０１．９７ 特定用途用地 

雑種地 同上 ３７２．００ 同上 

計 ３，６７３．９７  

(4) 清算の方法 

比例地積清算方式 

 

３ 土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第５条第６項に規定する国有地等の編入

承認に係る地積                                    

換地区 
区分 

 

種類 

公用公共用地（㎡） 
計（㎡） 

国有地 県有地 市有地 

安浦町市原地区 
道路 － － ３，５３８．６０ ３，５３８．６０ 

水路 － － １，１１６．６０ １，１１６．６０ 

計 － － ４，６５５．２０ ４，６５５．２０ 

 

第６章 費用の概算 

総事業費 ２５７，０００，０００円 

 

第７章 事業費の負担区分 

事 業 

事業費負担割合  

補 助 金 地 元 負 担 金 

国 費 県 費 市 費 受益者負担 

災害復旧事業(農業用施設) ９９．７％ －％ ０．３％ －％ 

災害復旧事業(農地) ９７．６％ －％ －％ ２．４％ 

農地耕作条件改善事業 ５５．０％ １５．０％ ２７．６％ ２．４％ 



第８章 効用 

本地区は，平成３０年７月豪雨により，大規模に農地及び農業用施設が崩壊したため，

原形に復旧することは極めて困難な状況である。そのため土地改良法に基づく区画整理

を実施することにより，本地区の早期の効用回復を図る。 

また，農地を機械の効率的な運行と合理的な水管理を行い得る生産性の高い条件に整

備し，新たな担い手の確保・育成を推進することにより，農業従事者の高齢化による地

域農業の衰退を解消し，農地の荒廃を防ぎ，地域農業の再編と農業経営の安定化を図る。 

 

第９章 他の事業との関係 

該当なし 

 

第１０章 計画概要図 

別紙のとおり  

 

 



安浦町市原地区 位置図

ほ場整備 A=7.4ha
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